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ベクトル変調解析ソフトウェア MX269017A 
ベクトル変調解析ソフトウェア MX269017A は、デジタル無線の各種変調方式の
信号に対して変調解析をおこなうためのソフトウェアです。 
シグナルアナライザ MS2690A/MS2691A/MS2692A/MS2840A/MS2830A 
本体にインストール することにより、変調精度、キャリア周波数、送信電力など
を測定できます。 
  対応変調方式（ファームウェア パッケージ バージョン：10.02.00以降） 

BPSK, QPSK, O-QPSK, π/4DQPSK, 8PSK,  
16QAM, 32QAM, 64QAM, 128QAM, 256QAM,  
2FSK, 4FSK, H-CPM, MSK 

MS269xA 

被測定物 

送信特性評価 
変調精度 
周波数誤差 
送信電力 
  など 

基地局, 端末,  
アンプ など 

MS2840A 
MS2830A 

ベクトル変調解析ソフトウェア 
MX269017A 

インストール 

シグナルアナライザ 
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基本設定 (1/2) 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

② ④ ⑥ ⑦ ⑤ 

次ページ
参照 

⑦ 

① 

 RF Spectrum: 入力信号のIQスペクトラム反転を設定 
 Pre-selector Auto Tune*1: プリセレクタの自動同調を実行 
 Frequency Band Mode: 周波数バンドを設定 

 プリセレクタ通過下限周波数 
 Normal: > 6 GHz, Spurious: ≥ 3 GHz (MS2691A/MS2692A + Opt.003) 
 Normal: > 4 GHz, Spurious: ≥ 3.5 GHz (MS2830A-041/043/044/045,MS2840A-041/044/046) 

 Micro Wave Pre-Selector Bypass*2: プリセレクタをバイパスする機能を設定 

*1: MS2691A/MS2692A, 
MS2840A-044/046, 
MS2830A-044/045で有効 

*2: MS2840A-044/046, 
MS2830A-044/045に対し
Opt.067/167が実装されてい
る場合に有効 

詳細パラメータ 
slide19-30参照 

キャプチャ 
Slide31-36 参照 

周波数 

レベル 

測定 

マーカ 

トリガ 
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基本設定 (2/2) 

[1] 

[2] 

[1] [2] 

 Re-measurement Mode: 測定結果が設定されたしきい値を超えると自動的に1回だけ再測定する機能の設定 
 Re-measurement threshold: 再測定のしきい値を設定  

QPSK: EVM peak, xxQAM: EVM peak, FSK: FSK Error peak 
 Signal Level Too Low Display: 信号レベルが低い場合のアラームのON/OFFを設定 
 Equalizer Reset: Equalizerのフィルタ係数を初期化 

「測定機能」参照 

④測定 

「パワーメータ機能」 
 Slide37参照 
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測定機能: Trace (1/14) 

4画面表示(Trace1-4) 

1画面に4つのトレースを自由に配置できます。 2つの画面を使い、Trace1-4とTrace5-8
の最大 8つのトレース機能を切り替えながら評価できます。 

4画面表示(Trace5-8) 

[1] [2] 
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Modulation Typeの設定により、測定結果の表示の有無が異なります。                   
Modulation Typeと結果表示の関係は下表のとおりです。                                                     
測定結果を表示しない場合は、Trace 画面上に“Not Supported” を表示します。 

測定機能: Trace (2/14) 

Trace Mode 機能 

Constellation 解析区間の波形を IQ座標または周波数軸のグラフで表示します。 

EVM vs Symbol シンボルごとの EVM をグラフで表示します。 

Magnitude Error vs Symbol シンボルごとの振幅エラーをグラフで表示します。 

Phase Error vs Symbol シンボルごとの位相エラーをグラフで表示します。 

Frequency vs Symbol 解析区間の波形の FM周波数偏移をグラフで表示します。 

Trellis 解析区間の波形の位相遷移をグラフで表示します。 

Eye Diagram 解析区間の波形の I相とQ相の振幅をそれぞれグラフで表示します。 

Numeric 数値結果を表示します。 

I and Q vs Symbol 解析区間の波形の I相と Q相の振幅をグラフで表示します。 

Magnitude vs Symbol 解析区間の波形の振幅をグラフで表示します。 

Phase vs Symbol 解析区間の波形の位相をグラフで表示します。 

Signal Monitor 解析区間の波形のスペクトラムをグラフで表示します。 

Symbol Table シンボルごとの復調ビットを表示します 

Equalizer Amplitude イコライザの振幅特性を表示します。 

Equalizer Phase イコライザの位相特性を表示します。 

Equalizer Group Delay イコライザの群遅延特性を表示します。 

Equalizer Impulse Response イコライザのインパルスレスポンスを表示します。 

FSK Error vs Symbol シンボルごとの FSKエラーをグラフで表示します。 

Fidelity vs Symbol Modulation Fidelity vs Symbolの解析結果を表示します。 

Histogram シンボルごとの出現頻度を表示します。 

Custom Numeric ユーザが設定した数値結果を，数値およびバーで表示します。 

 

Trace Mode 

Modulation Type 

BPSK 

QPSK 

O-QPSK 

PI/4DQPSK 

8PSK 

2ASK 

4ASK 

16QAM 

32QAM 

64QAM 

128QAM 

256QAM 

2FSK 

4FSK 

H-CPM 

MSK 

Constellation     

EVM vs Symbol     

Magnitude Error vs Symbol     

Phase Error vs Symbol     

Frequency vs Symbol － －   

Trellis     

Eye Diagram     

Numeric     

I and Q vs Symbol     

Magnitude vs Symbol     

Phase vs Symbol     

Signal Monitor     

Symbol Table     

Equalizer Amplitude   － － 

Equalizer Phase   － － 

Equalizer Group Delay   － － 

Equalizer Impulse Response   － － 

FSK Error vs Symbol － －   

Fidelity vs Symbol － － 
＊  

Histogram － －   

Custom Numeric     

 ：結果を表示します。  －：結果を表示しません。   
＊：2FSK，4FSK，H-CPMのみ対応しています。 
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Constellation:  

解析区間の波形をIQ 座標のグラフで表示します。
「Interpolation」はグラフに表示するシンボル
間のデータ補間および表示の補間を設定します。
補間 表示を行うとシンボル間を
Points/Symbol で指定 した分割数でデータ補
完を行い、各データを直線で 接続したグラフ
を表示します。 

コンスタレーション 
(Interpolation: OFF) 

コンスタレーション 
(Interpolation: ON) 

測定機能: Trace (3/14) 
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測定機能: Trace (4/14)  

EVM vs. Symbol:  

解析区間のシンボルごとのEVM を 
%単位で表示します。 

Magnitude Error vs. Symbol:  

解析区間のシンボルごとの振幅エラーを 
%単位で表示します。 

縦軸スケール:  
 5%, 10%, 20%, 50% 

縦軸スケール:  
 5%, 10%, 20%, 50% 
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測定機能: Trace (5/14)  

Phase Error vs. Symbol:  

解析区間のシンボルごとの位相エラー を 
degree単位で表示します。 

Frequency vs. Symbol:  

解析区間の1/8シンボルごとの周波数偏移を 
Hz単位で表示します。 

縦軸スケール:  
 5 degree, 10 degree, 
 20 degree, 50 degree 

縦軸スケール:  
 (自動計算) 
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測定機能: Trace (6/14)  

Trellis:  

解析区間の1/8 シンボルごとの位相遷移を
degree 単位で表示します。グラフ横軸は2 シン
ボル間隔で表示します。 

Eye Diagram:  

解析区間の1/8 シンボルごとのI 相およびQ 相
の 正規化した振幅を表示します。グラフ横軸
は2 シンボル間隔で表示します。 

縦軸スケール:  
 360度固定 

縦軸スケール:  
 I 相とQ 相ともに 2.0 固定 
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Modulation Type: 4FSK の例 

測定機能: Trace (7/14)  

Numeric (1/3):   

変調解析の数値結果を表示します。Modulation 
Type の設定で、測定項目が変わります。 

4 分割画面の場合は、測定項目のFiltered Power, 
Frequency Error (ppm), Droop Factor, MER     
(rms, peak),  および Deviation at Ts/2 は画面に   
表示されません。 

Modulation Type: PI/4DQPSK の例 

Modulation Type: O-QPSK の例 
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測定機能: Trace (8/14)  

Numeric (2/3):  

Modulation Type の設定で、測定項目
が変わります。 

測定項目 

Modulation Type 

BPSK 
QPSK 

O-QPSK 

PI/4DPQSK 

8PSK 

16QAM 

32QAM 

64QAM 

128QAM 

256QAM 

MSK 

2FSK 

4FSK 

H-CPM 

2ASK 

4ASK 

Tx Power       

Filtered Power       

Frequency Error       

EVM (rms)       

EVM (peak)       

Phase Error (rms)       

Phase Error (peak)       

Magnitude Error (rms)       

Magnitude Error (peak)       

FSK Error (rms)       

FSK Error (peak)       

Modulation Fidelity (rms)     
＊4  

Modulation Fidelity (peak)     
＊4  

Symbol Rate Error       

Jitter P-P Min       

Jitter P-P Max       

Deviation       

Deviation rms (%)     
＊2  

Deviation at Ts/2     
＊3  

BER 
＊5 

＊5 
＊5 

＊5 
＊5 

＊5 

Specific Word (Hex)       

Origin Offset       

Droop Factor    
＊7   

IQ Gain Imbalance       

Quadrature Error       

MER (rms)       

MER (peak)       

Offset EVM (rms)  
＊1     

Offset EVM (peak)  
＊1     

Modulation Index (rms)      
＊6 

Eye Opening (X-Time)      
＊6 

Eye Opening (Y-Amplitude)      
＊6 

Timing Offset       

 

： 測定結果を表示します 

空欄： 測定結果を表示しません 

＊1： O-QPSKのみ 

＊2： 2FSKのみ 

＊3： 2FSK，4FSKのみ 

＊4： 2FSK，4FSK，H-CPMのみ 

＊5： BER = Onのときのみ 

＊6： 2ASK/4ASKのみ 

＊7： MSKのみ 
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測定機能: Trace (9/14)  

Numeric (3/3): Modulation Type の設定で、測定項目が変わります。 

 Tx Power: Measurement Filter 通過前の平均RF レベル 
 Filtered Power: Measurement Filter 通過後の平均RF レベル 
 Frequency Error: 周波数エラー 
 EVM (rms): EVM のrms 値 
 EVM (peak): EVM のPeak 値とPeak 値を検出したSymbol の番号 
 Phase Error (rms): Phase Error のrms 値 
 Phase Error (peak): Phase Error のPeak 値とPeak 値を検出したSymbol の番号 
 Magnitude Error (rms): Magnitude Error のrms 値 
 Magnitude Error (peak): Magnitude Error のPeak 値とPeak 値を検出したSymbol の番号 
 FSK Error (rms): FSK Error のrms 値 
 FSK Error (peak): FSK Error のPeak 値とPeak値を検出したSymbol の番号 
 Modulation Fidelity (rms): Modulation Fidelityのrms値 
 Modulation Fidelity (peak): Modulation FidelityのPeak値とPeak値を検出したSymbolの番号 
 Symbol Rate Error: Symbol Rate Error (Single 測定かつStorage Mode がOff の場合は測定結果は表示されません。) 
 Jitter P-P Min: ジッタのPeak to Peak 最小値 
 Jitter P-P Max: ジッタのPeak to Peak 最大値 
 Deviation: 周波数偏移の平均値, ピーク値, Peak to Peak 値 
 Deviation rms (%): 周波数偏移のrms値を%単位で表示 
 Deviation at Ts/2: 周波数偏移の平均値, +周波数最大ピーク値, +周波数最小ピーク値, –周波数最大ピーク値, –周波数最小ピーク値, Peak to Peak値 
 BER: ビットエラーレート 
 Specific Word: 特定のビット列を部分抽出して表示 
 Origin Offset: 原点オフセット値 
 Droop Factor: ドループ係数 
 IQ Gain Imbalance: I 相とQ 相の振幅差 
 Quadrature Error: I 相とQ 相の直交度 
 MER (rms): MER のrms 値 
 MER (peak): MER のPeak 値とPeak 値を検出したSymbol の番号 
 Offset EVM (rms): Offset EVM のrms 値 
 Offset EVM (peak): Offset EVMのPeak値とPeak値を検出したSymbol の番号 
 Modulation Index (rms): 変調指数を，比(単位なし)で表示 
 Eye Opening (X-Time): アイ開口率 (X 軸方向) を，%単位で表示 
 Eye Opening (Y-Amplitude): アイ開口率 (Y 軸方向) を，%単位で表示 
 Timing Offset: 外部トリガと Symbol [0] との時間差を，µs単位で表示 
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測定機能: Trace (10/14)  

I and Q Symbol:  

解析区間の1/8 シンボルごとのI 相およびQ 相の 
正規化した振幅を表示します。 

Magnitude vs Symbol:  

解析区間の1/8 シンボルごとの振幅を 
Volt 単位で表示します。 

縦軸スケール:  
 2.0 固定 

縦軸スケール:  
 (自動計算) 
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測定機能: Trace (11/14)  

Phase vs Symbol:  

解析区間の1/8 シンボルごとの位相を 
Degree 単位で表示します。 

Signal Monitor:  

解析区間のスペクトラムを表示します。グラフ
横軸の範囲は、(Span/2) [Hz]固定です。
Span の値は、Modulation 設定とSymbol Rate 
設定から算出します。 

縦軸スケール:  
 180 degree 固定 

縦軸スケール:  
 Input Level 設定を0 dBとして+10 ~ –90 dB
固定 
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測定機能: Trace (12/14)  

Symbol Table:  

シンボルの復調結果を表示します。 

Equalizer Amplitude:  

Equalizer の振幅特性をdB 単位で表示します。
解析結果はEqualizer のAdaptive 設定でOn も
しくはHold を選択しているときに表示されます。 

単位: [Binary], [Hex] 

縦軸スケール:  
 0.1 ~ 50 dB 
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測定機能: Trace (13/14) 

Equalizer Phase:  

Equalizer の位相特性をDegree 単位で表示します。
解析結果はEqualizer のAdaptive 設定でOn もし
くはHold を選択しているときに表示されます。 

Equalizer Group Delay:  

Equalizer の群遅延特性をs 単位で表示します。
解析結果はEqualizer のAdaptive 設定でOn もし
くはHold を選択しているときに表示されます。 

縦軸スケール:  
 1 Degree ~ 180 Degree 

縦軸スケール:  
 100 ns ~ 1 ms 
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測定機能: Trace (14/14) 

Equalizer Impulse Response:  

Equalizer のインパルス応答をdB 単位で表示し
ます。解析結果はEqualizer のAdaptive 設定で
On  もしくはHold を選択しているときに表示
されます。 

FSK Error vs Symbol:  

解析区間のシンボルごとのFSK Error を 
%単位で表示します。 

縦軸スケール:  
 20 dB, 50 dB, 100 dB 

縦軸スケール:  
 5%, 10%, 20%, 50% 
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共通設定 (1/12) 

Commonでは、測定対象の信号の測定を行うために必要なパラメータを設定します。 
「フレーム構造あり」, 「フレーム構造なし」の信号に合わせて設定できます。 

Common Setting 
Frame Formatted 

③ 

Common Setting 
Non-Formatted 
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共通設定 (2/12): Modulation 

測定対象の変調方式を設定します。 
Modulation 

 Modulation:  
BPSK, QPSK, O-QPSK, π/4DQPSK, 8PSK, 16QAM, 32QAM, 64QAM, 
128QAM, 256QAM, 2FSK, 4FSK, H-CPM, MSK 

 Auto (Deviation Auto Detection): (2FSK/4FSKのみ) 
Deviationを自動検出 

 Modulation Index: (2FSKのみ) 
2FSKのDeviationを設定 

 Maximum Frequency Deviation: (4FSKのみ) 
4FSKのDeviationを設定 

 Mapping Edit:  
Symbol Allocation に対応するSymbol Data のビット列をDefault 設定か
ら変更する場合に使用します。Symbol Allocation 番号に対応したビット列
を 記述したファイルを読み込むことで設定を変更します。 

 Symbol Rate: 測定信号のシンボルレートを設定 
(解析帯域により上限が変わります。 10 MHz/31.25 MHz/62.5 MHz/125 
MHz) 

 Span Up: シンボルレートに対するSpan 幅を規定。(2FSK/4FSK/O-QPSK
以外) 
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共通設定 (3/12): Filter 

測定対象の信号に合わせてフィルタを設定します。 

Filter 

 Measurement Filter: 受信フィルタを設定 
右側が2nd Filterを表し、特性は2つのFilterを合成したものとなります。 

 Reference Filter: 参照信号に使用するフィルタを設定 
右側が2nd Filterを表し、特性は2つのFilterを合成したものとなります。 

 Roll Off/BT: Filter のRoll Off 率(Root Nyquist/Nyquist/ARIB STD-T98 
時)または、BT 積(Gaussian 時)を設定 

 User Defined Filter: Measurement Filter もしくはReference Filter に
User Defined を設定した場合、任意のフィルタ(ユーザフィルタ)を選択 

 Measurement Edit: Measurement Filter として使用するユーザフィル
タの定義ファイルを選択 (ファイル指定がない場合、[Root Nyquist]と同
等) 

 Reference Edit: Reference Filter として使用するユーザフィルタの定義
ファイルを選択 (ファイル指定がない場合、[Nyquist]と同等) 

Filter Type 

Modulation Type 

2FSK/4FSK 

/O-QPSK 

/2ASK/4ASK 

以外 

O-QPSK 2FSK 4FSK H-CPM 
2ASK 

/4ASK 

Root Nyquist       

Nyquist       

None       

Gaussian － －    － 

ARIB STD-T98 － － －  － － 

Rect － － －  － － 

Inverse Rect － － －  － － 

Inverse Gaussian － － －  － － 

H-CPM_P25 － － － －  － 

User Defined       

 

Filter Type 

Modulation Type 

2FSK/4FSK 

/O-QPSK 

/2ASK/4ASK 

/MSK 

以外 

O-QPSK 2FSK 4FSK H-CPM 
2ASK 

/4ASK 
MSK 

Root Nyquist        

Nyquist        

Gaussian － －      

Gaussian2 － －      

ARIB STD-T98 － － －  － －  

Half-sine －  － － － －  

Rect － －    －  

H-CPM_P25 － － － －  －  

User Defined        

 

Reference Filter選択肢 Measurement Filter選択肢 
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共通設定 (4/12): Filter 

【補足説明】 

Measurement Filter とは 

測定器が受信した信号に対して、復調前にかけるFilter が
Measurement Filterです。一部のシステムではPulse-Shaping 
Filter を送信側と受信側に分割しており(例: 送信側でRoot Nyquist, 
受信側でRoot Nyquist)、この場合の受信側Filter がMeasurement 
Filter となります。 

Reference Filter とは 

Reference Filter は理想信号(エラーが無い信号)にかけるFilter で
す。 これは、システム全体のFilter となります(送信側Filter と受信
側Filter)。 

Filter と2nd Filter について 

Measurement Filter, Reference Filter はともに、通常はFilter の
設定のみ行い、2nd Filter はNone を選択します。この場合、
Measurement Filter, Reference Filter の特性はFilter で設定した
特性になります。 

Filter と2nd Filter どちらもNone 以外を選択した場合、
Measurement Filter, Reference Filter の特性は、 Filter と2nd 
Filter のフィルタ特性を合成したものとなります。 

Filter 設定と測定の関係について 

測定器が受信した信号は、Measurement Filter を通過します。
Measurement Filter を通過した信号を復調し、送信信号のビット
列を生成します。生成したビット列からSymbol Mapping により
Symbol データ列を作成します。symbol データ列をReference 
Filter に通過させ、参照信号とします。Measurement Filter を通
過した受信信号と参照信号の差分から、変調解析結果のEVM, 
Phase ErrorやMagnitude Error を算出します。 

一般的なMeasurement Filterと 
Reference Filterの設定 

測定ブロックの概念図 

Filter と2nd Filter の概念図 
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共通設定 (5/12): Frame 

測定対象のフレームを設定します。 

Frame 

 Slot per Frame: 1 ~ 20 
1フレームを構成するスロットの数を設定 

 Measurement Slot: 解析するスロットのチェックボックスをチェック 
 チェックOn: 対象スロットの解析を行います。 
 チェックOff: 対象スロットの解析を行いません。 
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共通設定 (6/12): Slot 

スロット内のシンボル数と、測定対象のシンボルを設定します。 

Slot 

 Slot Length: 10 ~ 4096 
1スロット構成するシンボル数を設定 

 Measurement Offset: 0 ~ (Slot Length - 10) 
測定区間の開始位置をSymbol単位で設定 

 Measurement Interval:  
10 ~ (Slot Length-Measurement Offset) 
測定範囲をSymbol単位で設定 

設定例 
1 slot=120 symbolで、測定区間が3 symbol目から    
110 symbol区間の場合 
 
- Slot Length = 120 
- Measurement Offset = 2 
- Measurement Interval = 110 
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共通設定 (7/12): Search 

スロット内のシンボル位置を決めるSearch
を  設定します。 

Search 

 Sync Word Search: ON, OFF 
特定のパターンから構成される同期ワードの検索の有無を選択 

 Burst Search: ON, OFF 
バースト検出の有無を選択 

 2nd Word Search: Enable, Disable 
2nd Word検出の有無を選択 

 Search Slot: 
同期ワードを検出した位置のスロット番号を設定 

 Sync Word Length: (表参照) 
同期ワードのワード長をSymbol単位で設定 

 Sync Word: 0 ~ (Sync Word Length - 1) 
同期ワードを16進数で設定 

 Sync Word Offset:  
0 ~ (Slot Length[Symbol] - Sync Word Length[Symbol]) 
Slotの先頭シンボルと同期ワードの先頭シンボルの間隔を
Symbol単位で設定 

Sync Word Length 

Modulation Type 設定範囲 [symbol] 

BPSK, 2FSK, 2ASK, MSK 1～(128か Slot Lengthのうち小さい方の値) 

QPSK, O-QPSK, PI/4DQPSK, 

4FSK, H-CPM, 4ASK 
1～(64か Slot Lengthのうち小さい方の値) 

8PSK 1～(42か Slot Lengthのうち小さい方の値) 

16QAM 1～(32か Slot Lengthのうち小さい方の値) 

32QAM 1～(25か Slot Lengthのうち小さい方の値) 

64QAM 1～(21か Slot Lengthのうち小さい方の値) 

128QAM 1～(18か Slot Lengthのうち小さい方の値) 

256QAM 1～(16か Slot Lengthのうち小さい方の値) 
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共通設定 (8/12): Data 

測定対象のデータ区間を設定します。 

Data 

 Measurement Interval: 10 ~ 4096 
測定区間をSymbol単位で設定 
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共通設定 (9/12): Detail Settings 

Equalizer動作に対するパラメータを設定します。 

(Non-Formatted かつ Modulation  2FSK/4FSK/O-QPSK) Detail Settings 
(Non-Formatted & 

Modulation  2FSK/4FSK) 

 Adaptive: 
On: Equalizerを使用。測定ごとにEqualizerのフィルタ係数は更新され
る。 
Hold: Equalizerを使用。フィルタ係数はHold選択直前の値が適用され
て  更新されません。 
Off: Equalizerを使用しません。 

 Convergence: 1.0e-20 ~ 1 
Equalizerのフィルタ更新時の収束係数を設定 

 Filter Length: 11 ~ 101 
Equalizerのフィルタ長   
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共通設定 (10/12): Detail Settings 

Deviationを計算するタイミングを設定します。 

(Modulation = 2FSK/4FSK) 

 Detail Settings 
(Modulation = 2FSK/4FSK) 

 Pre-Measurement Filtering: 
Measurement Filterを通す前にDeviationを計算。 
例) ARIB STD-T98の4FSKの周波数偏位を測定する場合 

 

 Post-Measurement Filtering: 
Measurement Filterを通した後にDeviationを計算。 
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共通設定 (11/12): Set Parameters 

Common Setting Dialog のSet Parametersによって、変更されたパラメータが反映さ
れます。 

Common setting Common setting 

赤字は変更されたパラメータを示します。 
Set Parametersを押すまで反映されません。 

Set Parametersを押した後、再度Common 
Setting Dialogを開くと設定されたパラメー
タが黒字に変わっています。黒字はパラメー
タが  反映されたことを示します。 
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共通設定 (12/12): Preset Dialog Parameter, Save, Recall 

Preset Dialog Parameter: 

いくつかの通信方式のパラメータがサンプ
ルとして用意されています。 

Common setting 

Save, Recall: 

Common Settingパラメータのファイルへ
の 保存/読み出しを行います。 



31 

キャプチャ機能 (1/6) 

測定信号に対して、IQデータ保存, 呼び出し(リプレイ)ができます。 

[1] 

⑦キャプチャ 

[2] 

[1] [2] 
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キャプチャ機能 (2/6): キャプチャ時間 

Capture Time(取り込みモード)とCapture Time Length(取り込み時間長)を設定します。 

 Auto： 
Common Setting Dialog 設定に従い、常
に測定1 回あたりに必要なデータを取り込
みます。 

 Manual： 
測定1回あたりの取り込み時間を指定できる
モードです。取り込み時間はCapture Time 
Length で設定します。Capture Time 
Length の設定範囲はSpan に応じて可変し
ます 

Capture Time Length 
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キャプチャ機能  (3/6): 保存 

一時保持していたIQデータを本体ハードディスクまたは外部メモリに出力保存します。 

[1] 

保存処理を実行すると以下のファイルが作成されます。 
 
データ情報ファイル(XML 形式) 

“[File Name].xml”  
 
データファイル(バイナリ形式) 

 “[File Name].dgz”  
 
Common Settingパラメータファイル (XML形式) 

 “[波形と同じファイル名(拡張子を含まない)]_VMA.xml” 



34 

キャプチャ機能  (4/6): 保存 

[File Name].xml には保存したIQデータに関する情報が記録されます。 

【補足説明】データ情報ファイル (XML形式)のフォーマット  
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キャプチャ機能  (5/6): 保存 

データファイルはバイナリ形式で作成されます。ファイルの先頭から時間順にI 相データ, 
Q相データが 4 バイトずつ記録されます。またI 相データ, Q 相データはそれぞれfloat 型
(IEEE real*4)で 記録されます。 

【補足説明】データファイル(バイナリ形式)のフォーマット  

以下の式によりIQ データから電力に換算できます。 
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キャプチャ機能  (6/6): 読み出し(リプレイ) 

リプレイ機能を使用することにより、保存されたIQ データをふたたび解析できます。 

[2] 
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パワーメータ測定機能  
本体のパワーメータ機能*1を呼び出して、パワーメータ測定ができます。 
USB パワーセンサを接続し、測定値を表示することができます。 
Carrier Frequency, OffsetおよびOffset Value の設定が、対応する  パラメータ
に自動的に引き継がれます。 

*1:  あらかじめ、本体のアプリ
ケーション(Power Meter 機能用
ソフトウェア)を起動しておく必
要があります。 

Model 周波数 ダイナミックレンジ 

MA24104A 600 MHz ～ 4 GHz +3  ～ +51.76 dBm 

MA24106A 50 MHz ～ 6 GHz –40 ～ +23 dBm 

MA24108A 10 MHz ～ 8 GHz –40  ～ +20 dBm 

MA24118A 10 MHz ～ 18 GHz –40  ～ +20 dBm 

MA24126A 10 MHz ～ 26 GHz –40  ～ +20 dBm 

使用可能USBパワーセンサ 
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 6.0 GHz ベクトル信号発生器 MS269xA-020 
 3.6 GHz ベクトル信号発生器 MS2830A-020 
 6.0 GHz ベクトル信号発生器 MS2830A-021 

 
TDMA IQproducer MX269902A 
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TDMA Iqproducer MX269902A は、MS269xA/MS2840A/MS2830Aのベクトル信号発生器
オプションで使用するTDMA方式の波形パターンを生成するPCソフトウェアです。 
MS269xA/MS2840A/MS2830Aの内蔵Windows、もしくは外部PC上でも使用できます。 

TDMA IQproducer MX269902A 

波形生成 

内蔵 
HDD 

波形 
メモリ 

RF出力 ロード 選択 

TDMA IQproducer MS269xA 
+Opt.020  

MS2840A/MS2830A 
+Opt.020/021 

インストール 

MX2699xxAで波形パターンを生成  本体にライセンス必要。 
PC上ではフリーで動作するので、波形パターンを生成するところまでお試しいただけます。 
ただし、「本体に」ライセンスがないと波形パターンを認識しませんので信号出力できません。 
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TDMA Iqproducer MX269902A は、下記の「変調方式」「データ」「フィルタ」の組み合
わせでさまざまなTDMA方式の波形パターンを自由に生成できます。 

変調方式 フィルタ データ 

注意) PN20, PN23未対応 

BPSK 

DBPSK 

PI/2DBPSK 

QPSK 

O-QPSK 

DQPSK 

PI/4DQPSK 

8PSK 

D8PSK 

16QAM 

32QAM 

64QAM 

256QAM 

2ASK 

4ASK 

2FSK 

4FSK 

PN9 

PN15 

16-bit Pattern 

ALL0 

ALL1 

UserFile 

Nyquist 

RootNyquist 

Gaussian 

Gaussian2 

IdealLowpass  

None  

ARIB STD-T98 

Half-sine 

ARIB STD-T102Part1 

User Defined Filter 

TDMA IQproducer MX269902A 
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TDMA IQproducer画面構成 

Modulation設定 

Slot設定 

グラフィカルで優れた操作性により、容易に波形生成を行えます。 

詳細は、MX269902A TDMA IQproducer 製品紹介をご覧ください。 
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